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アイグ ロマツ種子 の重 さのちが いが発芽

および その後の成長 に及 ぼす影響

   橋 本 英 二  中 井  勇

                           Eiji HASHIMOTO, Isamu NAKAI 

   The Influences of the Difference of the Weight of Seeds on the Germination and the Growth 

of Aiguro-matsu  (Pinus  densi.  —Thunb.  ) Seedlings.

                  緒     言

 種子の重さのちがいが発芽,稚 苗および造林後の成長 にどのような影響を及ぼすかを明らかにする

目的で,1957年1,月 より実験を進めている。すでに同じような研究の結果が多くの研究者によつて公

表されているが,筆 者等がおこなつた実験は,そ の重さの階級をさらに細か くしたものである。 まず,

a回 は発芽後1力 年間の稚苗の成育についての結果が一応まとまつたので報告する。
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 本 論 に 入 るに さ きだ ち,終 始御 指 導下 さつ た上 田教 授,ま た 本 実 験 に協 力 下 さつ た 十 条 製 紙 株式 会

社 の 諸 氏 に た い して,深 甚 の 謝 意 を 表 す る。

                 実 験 材 料 お よ び 方 法

 鳥 取 県 東 伯 郡 由良 町 別 所 の鳥 取 県 指 定 母 樹 ア イ グ ロ マ ツ(Pinus densi×P. Thunb・)0号(写 真 参

照)か ら,1956年10刀 毬 果 を採 取 し た。 こ の毬 果 は非 常 にか た く自然 放 置 で は な か な か 開 きに くか っ

た の で,火 力 乾 燥 に よ り開 かせ 採 種 した。 実 験 用 と して810粒 を と りTosion Balance(1000 mg)で 計

量 した。 そ の結 果 は第1図 の と お りで あ る。

                                種 子 重 量 の級 別 分 配

                         Table 1. Grades of seeds weight

階     級    1     2     3     4     5

     grades

                                           E

see、 載,、ght(Bmg)… 一 ・・9 8・・一 ・・g l・ … 一 ・2… 3・・一 ・4.・ ・5・・一 ・7・・

                                           1

粒
number数 76  254:'367  96  ・7

 全 種 子 を第1表 に 示 す と お り5階 級 に わ け,1957年1刀25日 に 播 種 した 。

 播 種 床 は た て,よ こ お の おの1m,深 さ10 cmの 木 製 の箱 を 作 り,土 壌 には 熱 処 理(80DC 8～10

分)に よ り殺 菌 した 腐 葉 土7,白 川 砂3の 割 合 に 混 合 した もの を使 用 した 。 播 種 方 法 は3cm間 隔dz

案 内 棒 で 穴 を あけ て,種 子 の 軽 い もの よ り順 に1粒 ず つ ま き,覆 土 は種 子 の 厚 さ(約0.3cm)程 度な

した 。 播 種 した 種 子 お の お の に 番 号札 を附 した 。

発 芽 ……種 子 の 頭 部 が 土 中 よ りあ らわれ た 時 を もつて 発 芽 と し,毎 日10時 に 調査 した。

移 植 …… 播種 後50日 目の1957年3刀15日 第1回 調 査直 後2寸 鉢 に1本 ず つ 移 植 し た。 また 播 種 後77日

    目の1957年5月11日 苗 畑 に 移 した。 苗 畑 は砂 質 壌 土 で 耕 土 は浅 く,あ ま り肥 沃 で な い。 基肛

    と して 厩 肥坪 当 り2貫 目を 一 様 に ほ ど こ した。 苗 木 間 隔 は20cmと し(1m225本)種 子重

    量 の 軽 い順 に 移植 した。

管 理 …… 播 種 して か ら床 替 まで の 期 間 は ガ ラ ス室 で 管 理 し た。 管 理 期 間 中 の平 均 温 度 は17℃ で あつ

    た。 灌 水 は毎 日10時 に お こな つ た。 ま た ボル ドー液(6斗 式)の 散 布 を前 後5～6回 お こto

    つ た 。 苗 畑 に お け る苗 木 管 理 も除 準,ボ ル ドー液 消毒 な ど を ほ ど こ した。

調 査 …… 播種 後50klA,200日 目,300日 目,400日 目,500日 目の5回 お こな つ た。 第1同 調 査 で 雌

    木生 重 量,地 上部 お よ び地 下部 の伸 長 を,第2回 以後 の調 査 で は苗 高 お よび 直 径(地 際)威

    長を くらべた。

                  結 果 お よび考 察

1. 発芽および発芽所要日数に及ぼす影響

 発芽率および発芽所要 日数は第2表 に示すとおりである。第2表 によつてわかるように,種 子の軽

重 に よ る発 芽 率 の 差異 は小 さい もの で あつ た が,き わ め て 軽 い もの や,重 い もの を 除 いた 中間 の もの

が や や す ぐれ 醗 芽 率 を 示 し た.H. A. F。w,ll慧 はPi。u、 p。。der。、。 お よ びP. J,ffreyの 種 子 を 大 中

小 の 大 きさ に 分 け て実 験 した結 果,中 の大 き さ の もの が よ く発 芽 した こ とを 報 告 して い る。 発 芽 所ヨ

日数 には 明 らか な 差異 は み とめ られ なか つ た 。 子 葉 数 は5～10で 種 子 にの 重 さの ちが い も とず く差勇
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   はみとめられなかつた。

   2, 苗木成育経過

.   播種後50日 目における苗木生重量,地 上部および地下部の長さは第3表 にかかげるとお りである。

                                  種 子 の 重 に さ よ る発 芽状 態

            Table 2. Relations between seeds weight and condition of germination.

                 階 grades級 ・ 2 31・i・

               ,,rm、。。、、。n㌔cen、 務):96・597・ ・297・ ・1… 93・・

               、。難,d謡m竪 。瞥。n lll・7… 6・・1・6… 7・・ ・…

                 y_gl,of numb,拳 ・-95-・ ・5-・ ・6-・1・ 一・

                                 50日 目に お け る苗 木 成 育状 態

                Table 3. Condition of seedlings growth at 50 da3rs after sowing.

鮪 
,rades級  ・  2 { ・ { ・  ・-

se無 繋 ・)6°.412°

2.9tO::385.9t17.523.1.tO.4:11:::t22tO:ll 121112劃13;課;

。00,、PI,ng of 1,霊,、h(em) ・・・…727・ ・…878・ ・・ ・・・… 2・ …69・5・ ・…

第3表 に よつ て わ か る よ うに,苗 木 の成 長 は 種 子 の 重 い もの ほ どわ ず か な が ら よい 傾 向 が み られ た 、

すな わ ち,苗 木 生 重 量 は 種 子 の重 い ものが,軽 い もの の2倍 を 示 し,地 上 部 お よび 地 下 部 伸 長 に お い

ても,種 子 の 重 い も の は軽 い もの よ りす ぐれ て い た。

RighterはPinus muravana×P. banksiana, P. montieola×P. strobus, P. Je住(の)reyi×(P. J×P.

71J1)の3種 の 雑 種 を 作 り,そ れ らの 種 子 の 重 さ に よ る遺 伝 や 成 長 の 研 究 を した 結 果,種 子 の 重 さの ち

b>い に よ る成 長 は,当 年 生 苗 木 に お いて 種 子 の重 さの 影 響 を受 けた が それ 以 後 は あ ま り影 響 され な か
        i)                                                  z)
つた。H. A. FowellsはPinus ponderosaお よ びP. Jeffreyの 種 子 で,ま た 黒 川,三 宅 はPinus

iensifloraお よ びP. Thunbergiiの 種 子 の 大 き さに つ い て研 究 した結 果,当 年 生 苗 木 の 成 長 に は 種 子

の大 小 が 影 響 す る こ とを 報 告 して い る0こ れ は 種 子 の 貯 蔵 養3の 多 少 が 発 芽 後 し ば ら くの あい だ の 苗

木成長 に影 響 す る ため で あ ろ うと思 われ る。2回 にわ た る移 植 に よ る 菌木 枯 死 率 は10～15%で 種 子 の

重量 の ち が い に もとず く活 着率 の差 異 は な い よ うで あつ た。

播種 後500口 間 の 成 育経 過 を 示 す と,第2図 お よ び第3図 の とお りで あ る。

第2図 に よ つて わか る よ うに,播 種 後200日 口頃 か ら後 は50日 目 に あ らわ れ た よ うな 階 級 間 の 苗高

戎長 の差 異 は まつ た くあ らわれ なか つ た。 た だ,5.0～7.9mgの 軽 い種 子 の もの が 終 始 成 長 は わ るか

つた。 そ の 他 の 級 別 で は 成 長 量 の ちが い は 非 常 に小 さ く,そ の 順 位 も調査 の 都 度 に入 れ か わ り,い ず

れがす ぐれ て い る と もい い が た い結 果を 示 した 。 す な わ ち 発 芽 後 しば ら くの 聞 の 稚 苗 の 成 長 に は,あ

る程 度 種 子 の 重 さの 影 響 が あ らわ れ た が 日数 の た つ に つ れ て,次 第 に種 子 の 重 さの 影 響 は み とめ られ

raくな つ た
,、

第3図 によ つ て わ か るよ うに 直 径 成 長 にお け る差 異 は,あ ま り顕 著 で は な か つ た が,播 種 後 お よ そ

goo日 目頃 ま で は軽 い種 子 か らの もの が 多 少 わ るか つ た,,

従 来 の 研 究 によ る と,種 子 の 重 さ あ るい は 大 き さの ちが い に よ つ て 当年 生 の 成 長 に 及 ぼ す 影響 は大

きく,そ れ 以 後 の 成 長 に は あ ま りそ の 影 響 は み とめ られ な くな つ て い る。 本 実 験 の結 果 を従 来 の研 究

陪果 と比 較 して み る と,種 子 の 重 さ によ る影 響 期 間 が 非 常 に 短期 間 で あ つ た。 これ は実 験 材料 の ち が



い や,方 法 あ るい は外 的 な 条 件 が異 つ た た め に 起 つ た の で あ ろ う と思 わ れ る。 と くに,本 実験 で1{

播 種 後50日 目 と77日 目 との2回 に わ た つ て 移 植 を した か ら,こ れ が 苗 木 成 長 に大 き な影 響 を 及ぼ1

の で あろ う と思 わ れ る,

 要 す るに現 在 ま で の結 果か ら考 え る と,種 子 の重 量の ちが いが 発 芽 や 発 芽後 お よ そ500日 間 の

に 及 ぼす影 響 は,ほ とん ど考 慮 の 必 要 が な い よ う に思 わ れ る。 か つ,こ の 点 につ いて はな お厳 密

究 を 要 す る と考 え る.ま た 今後 の 成 育 に つ い て は な お 考 究 中で あ り後 よ り発 表 す る こ と にす る。

                  摘     要

 本 実 験 は ア イグ ロマ ツ(Pinus densiflora×P. Thunbergii)の 種 子 の 重 さの ち が い が,発 芽 や 嚢

成 長 に ど の よ うな影 響 を 及 ぼす か を 明 らか に す る 目的 で お こな つ た。 種 子 は 約60年 生 の 母樹 よ り

し,そ れ らの 種 子 を5つ の 重 畢段 階 に 分 け,1956年1刀 播種 した.そ の 概 要 は 次 の とお りで あ る。

 1. 発 芽 率 に た いす る種 子 の 重 さ の影 響 は,き わ め て 軽 い もの や,重 い もの は わ る く中間的 な1

が や や よ い よ うに思 わ れ た。 発 芽 所 要 目数 に お い て は種 子 の 重 さに よ る差 異 は み とめ られ なか つ1

 2.種 子 の 重 さの影 響 は 発 芽後 しば ら くの 間(50～100日 間)の 成 長 に は 大 い に 影 響 した。 す な調

種 子 重 量段 階 の 大 き い もの程 よ い成 長 を しめ した 。 しか し 日が た つ につ れ て 次 第 にそ の 影 響 は う'

る よ うで あ つ た.活 着 に つ い て は ほ とん ど 差異 は み とめ られ ず,床 替 後 の 苗木 成 長 に も種子 の重:

よ る影 響 は み とめ られ なか つ た 。
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Rèsumé

          This report deals with the results of the experiments, which were conducted to make clear what  in-

        tepee the difference of seeds weight of Aiguro-matsu has on their own germinative vigour and the  gro-
        vth of their seedlings. 

          We collected cones from the mother tree (about 60 years old) in October 1956. These seeds were se-

       parated by weight into five grades ; 
         1). First grade  5.  0-7.  9  mg, 2). Second grade  8.  0-9.  9  mg, 

         3). Third grade  10.  0,-42.  9  mg, 4). Fourth grade  19.  0-14.  9  mg, 
         5). Fifth grade  15.  0-17. 9 mg, 

         'hese seeds were sown in sow-bed on January 1956. 
 'he outline of the experimental results is as follows ; 

          1) The Foruth, Third and Second grades (for seed weight) showed more favorable germinative  vi-
       , mr than the First and Fifth grades (for seed weight) and we could not find mutual relations between 

         e days spent in germination and the grades of seeds weight. 
          2) In about  50-400 days after sowing, the seedling's growth was greatly influenced by seed weight. 

         amely, the seedlings from heavier seed showed a growth better than those from lighter seeds. From  
1-400 days on after sowing, seedling's growth was hardly influenced by seed weight, but the seedling  
,owth of the First grade was worse than those of the other grades . 

          3) The correlation between the survival of seedling and seed weight could not be definded in this 
 xperiment.


